
平成２２年度　事務事業評価シート（平成２１年度分） (単位：円）

国保年金班 経常 経常 臨時 臨時 経常

補助 単独 単独 単独 一般

30,007,207 134,605,320

3 1 6

保険者の責めに帰することが
できない特別の事情がある場
合に一般会計から繰り出しを
し国保財政の安定を図る。

地方財政措置が講じられてい
る繰出金で国保財政の安定を
図る。

国民健康保険事務費に係る経
費を一般会計から繰り入れ、
国保特別会計で支弁する

保険税軽減被保険者に応じ、
平均収納保険税の一定割合を
一般会計から国保特別会計に
繰り入れる。

国保被保険者の保険税軽減相
当額を、一般会計から国保特
別会計に繰り入れる。

特別の事情により算定した額
を地方交付税措置し、その交
付税算入額を国保特別会計に
繰り入れる。

出産育児一時金の２／３相当
額を一般会計から国保特別会
計に繰り入れる。

国民健康保険の事務の執行に
要する経費を一般会計から国
保特別会計に繰り入れる。

25,956 141,504 85,124 6,847 62,135

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

－ － － － －

法定繰り入れのため国の動向
により対応する

法定繰り入れのため国の動向
により対応する

現状どおり

25,000 130,000 70,000 7,000 90,000

標準業務 標準業務 標準業務 標準業務 標準業務

* * - - *

節 説　明

28 保険基盤安定繰出金 164,612,527 30,007,207 134,605,320

28 財政安定化支援繰出金 79,208,000 79,208,000

28 事務費等繰出金 68,094,041 68,094,041

28 出産育児一時金繰出金 7,720,000 7,720,000

319,634,568 30,007,207 134,605,320 79,208,000 7,720,000 68,094,041

123,459,394 22,505,404 100,953,990

196,175,174 7,501,803 33,651,330 79,208,000 7,720,000 68,094,041
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事業達成度（Ａ～Ｅ）  前前年度⇒前年度⇒今年度

所属

対象者

財
　
　
源

繰出金

繰出金

来年度の対応

来年度の事業費 (予算額)              [千円]

業務(未整理,標準,特例各業務の別)

そ の 他

事務費繰出金

繰出金

繰出金

国保基盤安定負担金
（軽減分）

国保出産育児一時金繰出金
事業別
内訳計

国民健康保険事業費

課題

事業の重要度

評価委員会評価

市民生活課

一 般 財 源

国保基盤安定負担金
（支援分）

節名 決算額

目的達成度（Ａ～Ｅ）　前前年度⇒前年度⇒今年度

国 ・ 県 支 出 金

地 方 債

基 金 繰 入 金

合　計

臨時・経常

補助・単独・一般

補助対象基本額

目標値/実績 (達成率)

法定繰り入れのため国の動向により対応する

項 目 目　名

概
要

目的

事業概要(Ｈ21年度具体的な事業内容)

前年度事業費 (決算額)                [千円]

事業別内訳（臨時・経常別　補助・単独別）

評
価
会

　国民健康保険財政の安定

国民健康保険の保険者

100％(法律等に定められている）

　低所得者に対する保険税軽減相当分を公費で補てんするこ
とにより、国保被保険者の保険税負担の緩和を図るととも
に、市町村国保の財政基盤の安定に資する。

国保財政安定化支援繰出金

款

期待する事務事業成果


